
起動付箋紙Rundam概念説明

Rundamは24ビット色を文字および背景色に適用することができ、属性によりグループを形成する付箋紙ソフトです。
ここでは、色を構成する流れと、属性によるグループ化の優位性について説明します。

1.付箋色管理

カスタム色保存用付箋紙作成手順
　カスタム色保存用付箋紙は機能として持っているわけではありません。
　カスタム色作成機能と属性機能を組み合わせて作成します。
[作成]
(1)Rundam設定画面でカスタム色を作成します
(2)付箋を新規作成します。(Rundam設定画面の「新規付箋」)
(3)作成した付箋のプロパティを開き属性を「保存用」などわかり易い属性を付けます。
　　以降属性を「保存用」としたものとして説明します。
(4)Rundam設定画面の属性で「保存用」属性をコンボボックスから選択します。
　　[Always]属性を持った付箋と先ほど作成した付箋のみが表示されます。
(5)この状態で新しい色を持った付箋を作成してゆきます。
　　属性は自動設定されるため、新規作成の付箋は全て「保存用」属性を持ちます。

[利用]
方法その１
(1)Rundam設定画面の属性で「保存用」属性をコンボボックスから選択します。
(2)利用したい色を持つ付箋の＋を押して新規付箋を作成します。
(3)新規作成した付箋のプロパティを開き「保存用」属性を削除します。
　　必要に応じて別の属性を設定します。
方法その２
(1)Rundam設定画面の属性で「保存用」属性をコンボボックスから選択します。
(2)利用したい色を持つ付箋コンテキストメニューから「カスタム色へ反映」を選択します。
　　カスタム色が付箋の色と同じになります。
(3)Rundam設定画面の「新規付箋を」押し付箋を作成します
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2.属性による起動および付箋の管理優位性

グループAを作成後、グループBを作成するとした場合

グループによる分類の場合(一般付箋)

グループA付箋A2 付箋C
グループB付箋B2    コピー

グループA付箋A2 付箋C
グループB付箋B2 付箋C

グループBに付箋Cが必要な場合コピーする必要がある
付箋Cが複数になるため管理しずらい
→片方の付箋Cに変更があった場合、再度コピーし直す必要がある。

属性による分類の場合(BPFrame)

グループA付箋A2 付箋C
グループAグループA

　　グループB属性付与

グループB付箋B2
グループB

グループA付箋A2 付箋C
グループAグループA　付箋CはグループAとグループBに属する

グループB

グループB付箋B2 付箋C
グループBグループA

グループB

グループBに付箋Cが必要な場合属性を付与すれば良い
付箋Cは1つのため管理し易い
→付箋Cに変更があっても、何もする必要は無い



3.ユーザー別推奨機能

文字付箋 画像付箋 起動付箋
ファイル操作
補助付箋

RGB
色ブレンド

カメラ スポイト 用途

一般 ○ ○ ○ △ △ △ △ 普通の付箋ソフトとして

ヘビー ○ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ 付箋ソフトおよびファイル整理など

ビジネス ○ ◎ ◎ ○ △ ◎ △ 証跡などの基礎資料作成など

デザイナ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 色を作成・取得するなど

ソフト開発者 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 色および部品作成など

4.使い始めるにあたって最低限知っておくべきこと
(1)デフォルトのホットキーは[Ctrl]+[Alt]+[A]であり、付箋紙にフォーカスが無くても、
　　このキーを押すことで付箋紙が表示/非表示される
　　付箋紙が無い場合は設定画面が表示される。
(2)コントロールバー(付箋紙上部)ダブルクリックで付箋紙修飾および作成・削除コマンドが表示される
(3)付箋紙にフォーカスがある時、[Ctrl]+[Q]を押すと、設定画面が表示される。



起動付箋紙Rundam機能一覧(2012/02/24版) Rundam(ランダム)=Run from a Dam(この付箋がダムのように見えるので、ダム(付箋紙)から起動するの意味)

機能概要

機能 サブ機能 トリガ 動作 設定値項目 Standard Professional 備考 XP
Rundam操作 ○

起動 初期起動時 付箋が全く無い時はRundam設定画面を表示する。
付箋紙がある場合は表示されない。

ホットキー [Ctrl]+{Alt]+設定キー
(グローバル・デフォルト[A])

付箋全てを表示/非表示する。
付箋が全く無い時はRundam設定画面を表示する。

設定画面 カスタム付箋色の設定・ランチャーの基本アイコンの設定などを行います。
付箋制御 [新規付箋]ボタン カスタム色+現在属性で新規付箋を作成する 付箋作成可能数 40 無制限

付箋制御
[属性]選択 その属性を持つ付箋のみを表示する。

一番上の空白選択で全付箋を表示する。
登録可能属性数 無制限 無制限

付箋制御 「全付箋を隠す」チェック 現在表示されているすべての付箋を隠す
カスタム付箋色定義 コントロールバー・本体・文字・外枠の各色を編集します。
設定機能 「コントロールバー」チェック後RGB各バーを調整カスタム付箋色編集（コントロールバー)・コントロールバー色が変化する
設定機能 「本体」チェック後RGB各バーを調整 カスタム付箋色編集作成（本体）・本体色が変化する
設定機能 「文字色」チェック後RGB各バーを調整 カスタム付箋色編集作成（文字色）・本体文字及び文字色文字が変化する
設定機能 「外枠」チェック後RGB各バーを調整 カスタム付箋色編集作成（外枠）・外枠色が変化する

※本付箋では枠を表示することができます。通常は付箋色によって緊急度
などを表している方が多いと思いますが、枠で緊急度などを表すことでより
鮮明になります。緊急度以外にも枠の使い道があると思います。自身で工夫

設定機能 RGBバー調整時 RGB各値を10進数で表示する
設定機能 RGBバー調整時 RGBで作成される色を16進数で表示する
設定機能 登録先を選択後、付箋[↓]ボタン カスタム付箋色を既定色として登録する。 カスタム定義数 6 6
設定機能 登録元を選択後、付箋[↑]ボタン 既定色をカスタム付箋色に戻す
設定機能 登録先を選択後、外枠[↓]ボタン カスタム外枠色を既定外枠色として登録する 外枠定義数 3 3
設定機能 登録元を選択後、外枠[↑]ボタン 既定外枠色をカスタム色に戻す
設定機能 [外枠消去]ボタン カスタム外枠色を消去する
設定機能 [規定値に戻す]ボタン プログラム配布時の色に戻す

設定機能
[スポイト]アイコン スポイトダイアログを表示する

※スポイトボタンを押す前に反映する部分のチェックボックスをチェックするこ
と。

設定機能 [カメラ]アイコン カメラダイアログを表示する
付箋設定
設定機能 ホットキー選択 [Ctrl]+{Alt]に続くホットキーを設定する。 プログラム再起動後に有効化

設定機能
[フォント設定]ボタン フォントダイアログを表示し、フォントおよびサイズを設定する。

現バージョンでは全ての付箋は同じフォントしか使えない。
※スタイルの設定は無効

プログラム再起動後に有効化

設定機能 画像編集プログラム設定 画像編集プログラムを設定する。 無 有 デフォルト：mspaint.exe
ランチャー設定 コントロールバー・本体・文字・外枠の各色を編集します。

設定機能
「基本アイコン」をチェック 「初期アイコン」コンテキストを選択した時に登録される定義済ショートカット

を選択する
設定画面制御
設定機能 [About]ボタン Aboutダイアログを表示する。アップグレードはここで行う。
設定機能 [OK]ボタン 設定を反映して画面を非表示にする。
設定機能 [Rundam終了]ボタン Rundamを終了する。

スポイト 全画面内から1ピクセルの色を吸取り、カスタム付箋の部分色に設定します。 ○
スポイト機能 マウスを移動させる キャプチャエリア(9x9ピクセル)を指定する。

※スポイトダイアログはマウスを追尾する。
スポイト機能 [F2]キー押下 キャプチャエリアを固定する
スポイト機能 マトリックス部分クリック 吸収色を指定する

※キャプチャエリア固定後、マトリックス上でクリックされた部分が吸取色
下の白い部分に吸収色の16進数が表示される

スポイト機能 [反映]ボタン カスタム色のコントロールバー・本体・文字色・外枠何れかのチェックされた
部分

スポイト機能 [取消]ボタンまたは[ESC]キー スポイトダイアログをキャンセルする。
スポイト機能 [再キャプチャ] 再度キャプチャを開始する。 無 有
スポイト機能 [クリップボード]アイコン 吸取色の16進数テキストをクリップボードにコピーする

※クリップボード機能を動作させておくと連続キャプチャが楽。
カメラ 全画面の一部を切り取り、付箋を作成します。 △

カメラ機能

[カメラ]アイコン 透過部分をキャプチャしたいエリアにカメラ画面を移動させてから、押下す
る。
透過部分の画像をキャプチャし、付箋が作成される。
透過部分から下のウィンドウをクリックすることができる。
Standard:付箋作成後、ダイアログ終了

1ショット 連続ショット

透過部分はウインドウフレームのドラッグで拡大/縮小可能
XP:画面の色が16bit以下でなければキャプチャエリアの透明化ができない

△

カメラ機能 [クリップボードを付箋に]アイコン クリップボードから画像付箋を新規作成する(全画面・アクティブ画面用) 「付箋作成→画像モードに変更→貼り付け」動作と同じ ○
カメラ機能 [終了]ボタンまたは[ESC]キー キャプチャを終了する ○

カメラ機能
[範囲適用]ボタン ウインド枠の縮小では対処できないような小さな範囲の場合にキャプチャエ

リア(透明な部分)を手動で縮小する。
W:(Width),H:(Height)を入力してから押す。

XP:画面の色が16bit以下でなければキャプチャエリアの透明化ができない △

カメラ機能 [戻す]ボタン 範囲適用により縮小したキャプチャエリアを元に戻す ○
付箋紙 モードによってコンテキストの機能が違うため分散して付箋コンテキストメニューを記述します。 △

テキスト付箋紙 一般的な文字入力を行う付箋紙です ○
付箋機能 テキスト編集 付箋に文字を入力する

付箋機能
エクスプローラから複数ファイルをDnD ドロップされた複数ファイルのフルパス名先頭にfile://を付けて貼り付ける。

張り付けられたテキストはURIになる。

付箋機能 文字入力中
テキスト内でURIを見つけるとリンクとして自動判別する
※日本語・途中にブランクのあるURIは未対応

付箋機能 テキスト内リンククリック テキストで表示されるURIを起動する
付箋機能 テキスト編集部分右クリック コンテキストメニューを表示する
付箋コンテキストメニュー コピー 選択文字をクリップボードにコピーする
付箋コンテキストメニュー 貼り付け カーソル位置にクリップボードからテキストを貼り付ける
付箋コンテキストメニュー 特殊テキスト貼り付け テキストにfile://またはhttp://を挿入し、URIにする
画像付箋紙 画像を貼り付けておく付箋紙です。カメラ機能と連動します。 ○
画像付箋機能 エクスプローラから単体画像ファイルをDnD ドロップされた画像ファイルの画像を表示する。

表示倍率は付箋の大きさに合わされる。
画像付箋機能 画像部分右クリック コンテキストメニューを表示する

画像付箋機能
画像ダブルクリック ランチャー機能でショートカットが登録されている場合、

1番目のショートカットを起動
デスクトップに表示したくないような隠しコマンド等に使用ください。(って何？笑)

付箋コンテキストメニュー コピー 表示されている画像をクリップボードにコピーする
付箋コンテキストメニュー 貼り付け クリップボードから画像を貼り付ける

付箋コンテキストメニュー
画像編集 画像を外部ソフトで編集する

Standard:mspaint.exe固定
Professional:自由に設定可能

固定 変更可
ファイル変更およびプロセス終了監視
画像は元ファイルをコピーしBPFrame独自ファイルとして保存してあるので、元
ファイルが変更されることは無い

付箋コンテキストメニュー 画像保存 表示されている画像をファイルとして保存する。(gif, jpg, png, bmp)

起動付箋紙
ランチャー機能の付箋紙です。
デスクトップアイコンのようにドキュメントをアイコンにドロップしてそのプログ
ラムで開くこともできます。

○

ランンチャー機能 エクスプローラから空き領域にファイルをDnD プログラム/ドキュメントショートカットを登録する
※1番目のショートカットは画像付箋とし使用している場合に画像ダブルク
リックで起動する。

1付箋に登録可能数 10 無制限 フォルダを含む

ランンチャー機能 エクスプローラから空き領域にフォルダをDnD フォルダショートカット登録を登録する
ランンチャー機能 エクスプローラからショートカットへDnD ドロップされたファイルをそのショートカットのプログラムで起動する
ランンチャー機能 ショートカットダブルクリック プログラムまたはドキュメントを起動する
ランンチャー機能 ショートカットを選択後、再度クリック アイコン名前を変更する
ランンチャー機能 [Ctrl]キー+ショートカットをDnD 表示位置を変更する
ランンチャー機能 アイコン右クリック コンテキストメニューを表示する
ランンチャー機能 [Ctrl]+[A]キー 全ショートカットを選択する
ランチャーコンテキストメニュー名前の変更 ショートカット名を変更する
ランチャーコンテキストメニュー削除 ショートカットを削除する
ランチャーコンテキストメニュープロパティ プロパティダイアログを表示する
付箋コンテキストメニュー 「ランチャー」-「起動付箋紙」 通常のランチャー表示となる
付箋コンテキストメニュー 「ランチャー」-「変形型起動付箋紙」 ファイルコピー/移動の一時置き場表示となる
付箋コンテキストメニュー 「ランチャー」-「Calo連携起動」 ファイル操作補助付箋紙と同等の機能を持つプログラムCaloを連携起動す

る。
※ファイル操作補助付箋紙のファイル操作は少量のコピーを想定してる。
大量または巨大ファイルのコピーを行うとコピー中Rundamがフリーズする。
このため、大量または巨大ファイルのコピーではCaloを使用する。

付箋コンテキストメニュー 「ランチャー」-「初期アイコン」 初期アイコンを登録する 初期アイコンはオプションで選択しておく
ファイル操作補助付箋紙
(変形型起動付箋紙)

ファイル・フォルダ操作における一時保存場所を提供します。
アイコン表示がタイル表示となります。

○

ランチャー機能 起動付箋紙と同じ操作を持つ
ファイル操作補助 ショートカットをエクスプローラにDnD ファイル/フォルダのコピー/移動を行う

処理終了後、ショートカットは消える。
大量のコピーや巨大ファイルのコピーを行うと、Rundamがフリーズし、
コピー終了後にしか使用できない。
コピー中にキャンセルしても、アイコンは削除される。(移動の場合は削除され

共通機能 △
付箋機能 [Ctrl]+[Q]キー 設定画面を表示する ○
付箋機能 コントロールバーをドラッグ 付箋を画面上の自由な位置に移動する XP:透明にするとドラッグできない △
付箋機能 コントロールバーをダブルクリック モード切替系のコマンドアイコンをコントロールバーに表示/非表示 XP:透明にするとダブルクリックできない △
付箋機能 コントロールバー　 アイコン押下 その付箋色+本体画面の属性で付箋を新規作成する ○
付箋機能 コントロールバー　 アイコン押下 付箋を削除する。登録された全ての情報が消える ○
付箋機能 コントロールバー　　　　　アイコン押下 付箋モードをトグル切替する(テキスト →画像　→ランチャー　→テキスト…) ○
付箋機能 コントロールバー   アイコン押下 付箋枠をトグル切替する(枠無→枠1→枠2→枠3→枠無…) ○
付箋機能 コントロールバー　 アイコン押下 付箋色を透明化あるいは元の色に戻す(元色→透明→元色…) XP:画面の色が16bit以下でなければ付箋本体の透明化ができない △
付箋コンテキストメニュー 付箋コマンド モード切替系のコマンドアイコンをコントロールバーに表示/非表示 XP:透明化すると、右クリックが利かない △
付箋コンテキストメニュー 「付箋紙色」-「定義色1～6, カスタム色」 定義色から付箋色を設定する 色数 7 7 ○
付箋コンテキストメニュー カスタム色へ反映 その付箋色をカスタム色定義へ反映する この機能により付箋色保存付箋が作成できる ○
付箋コンテキストメニュー 属性選択 属性を変更する。サブメニューに属性が表示される。 ○
付箋コンテキストメニュー プロパティ プロパティダイアログを表示する ○
付箋コンテキストメニュー 「終了」-「Randam終了」 プログラムを終了する ○

付箋紙
プロパティ画

○

付箋機能 属性欄(5個まで可能)に入力または選択 属性を付与する
入力された属性は設定画面の属性ドロップダウンに反映される

付箋1枚の属性数 5 5

付箋機能 ※[always]属性設定 属性を無視して常にその付箋を表示する。
付箋機能 [OK]ボタン 設定を適用して画面を終了する。
付箋機能 [Cancel]ボタン 設定を適用せずに画面を終了する。

ランチャー
プロパティ画

○

ランンチャー機能 アイコン横の名称変更 ショートカット名前を変更する
ランンチャー機能 [OK]ボタン 設定を適用して画面を終了する。
ランンチャー機能 [Cancel]ボタン 設定を適用せずに画面を終了する。

About画面 ○
About画面機能 ヘルプリンク押下 オンラインヘルプのあるWebページを表示する
About画面機能 HPリンク押下 作者HomePageを表示する
About画面機能 [アップグレード]ボタン Professional版へのアップグレードを行う。

パスワード入力画面が表示されるので正しいパスワードを入力する。
About画面機能 [OK]ボタン 画面を終了する。

その他 ○
終了処理 プログラム終了時 作成データ全てを保存する
終了処理 プログラム終了時 アイコン・設定画面の位置・大きさを保存する
終了処理 プログラム終了時 付箋のカスタム色を保存する（枠色は保存されない）

※DnD=ドラッグアンドドロップ

ランチャー機能を全ての付箋種類に持つ付箋紙ソフトです。
色のカスタマイズ/保持・画像機能に強いのも特徴です。

(1)付箋紙種類
・文字付箋紙・画像付箋紙および起動付箋紙(2種類)をモード切替し、表示することができます。
・文字付箋紙：いわゆる付箋紙です。URIを自動認識し、起動することができます。
・画像付箋紙：画像を拡大/縮小表示します。外部ソフトを呼び出し、画像を編集することもできます。※
・起動付箋紙：ランチャーであり、デスクトップアイコンに近い機能を持ちます。
・変形型起動付箋紙：起動付箋紙+ファイル操作保留機能を持ちます。
  変形型起動付箋はランチャーというよりはファイル操作保留用です。
  この機能はエクスプローラでは操作できない、別々のフォルダにあるファイルを保留し一度にコピーする機能です。
　あるいは、大量のファイルがあるフォルダからファイルを複数選択する場合[Ctrl],[Shift]を駆使することになりますが、この付箋に保留することで選択が楽に行えます。

(2)付箋紙の色について
・付箋本体と文字色の組み合わせで自由な色の付箋が作成できます。(24bit)
・色保存用付箋を作成することで、無制限に付箋色の保存ができます。※
付箋色と付箋紙の関係についてはオンラインヘルプをご覧いただき、ご理解下さると、より便利に使用できます。

(3)色作成ユーティリティ
以下の機能はエディター様およびデザイナー様にも有効な機能と思います。
・RGBブレンドによる色作成機能
・スポイト機能による全画面上からの色吸取り
・カメラに機能よる全画面上の一部分切り取り及び付箋紙化

(4)外部ユーティリティ
・拙作のファイル操作保留ソフトウェアCaloとの連携機能を有します。
　Caloを使用することで、変形型起動付箋紙では適しない巨大ファイルを操作することができます。
(Caloはインストールに付属し、Rundamと同じフォルダにインストールされます。)




